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EGリングとは
●鉄骨梁に設ける貫通孔を補強する工法です。

●外周面に45度の傾斜を持ち傾斜面がそのまま開先となる形状です。

●添板やスリーブ管を用いた在来工法と比較してトータルコストが削減できます。

EGリングの特長
●ＥＧリングで補強することで無孔梁と同等の剛性、耐力および変形性能を確保します。

●４５度開先の砲弾型リングに取付ガイドと溶接サイズ確認溝を設け、
　溶接量を低減し、はめ込むだけで適切な開先形状が形成され溶接品質が確保されます。

●現場施工に対応しています（別途施工要領有）。

●軸力比で0.1までの軸力が作用する梁に設置可能です。

●特注リングにより、耐力や孔径を自由に設定できます。

●最大耐力での付加検討が可能です。
         

Product Features
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ＥＧリング Ｚタイプ

経済設計型・標準耐力型・高耐力型の
３種類をラインナップしています。

リング外径をコンパクトにし、
溶接サイズを最適化することで
溶接施工のコストを低減。

従来のEGリングNSタイプ
250Nの溶接量

EGリングZタイプ
250ZNの溶接量

梁ウェブ厚16ｍｍ、250径タイプ使用での比較

溶接メーター 3.0m

溶接メーター 2.27m 約25％減

45°

EGリング
表側

EGリング
裏側

フランジ

ウェブ

Normal
（ZN）

Super
（ZS）

Economy
（ZE）

部分溶け込み溶接

梁ウェブ

EGリング 溶接サイズ
確認溝

取付ガイド
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孔部存在応力の算定検討プログラム入力画面

リング耐力図検討画面

長 期
梁に掛かる等分布荷重
等から孔位置の長期存
在応力を算定します。

短 期
長期応力を考慮して梁
の片端がＭｙ（降状曲げ
モーメント）になるよう
に仮定して孔位置の存
在応力を算定します。

終 局
長期応力を考慮して梁
の両端がＭｐ（全塑性曲
げモーメント）になるよ
うに仮定して孔位置の
存在応力を算定します。

Design Flow設計フロー

dR2

L

Lh P

eh eh
Dd2d d1

（裏面側外径）

梁端（塑性ヒンジ想定位置）

15mm以上 15mm以上 15mm以上

梁端（塑性ヒンジ想定位置）

貫通孔の孔径・孔位置の決定／適用範囲の確認1

孔位置存在応力の算出2

・ウェブ幅厚比：FA、 FB、FC、FD
・偏心量（eh）：eh≦Ｄ/3－ｄ/2(塑性化領域）
　　　　　 eh≦7Ｄ/18－ｄ/2(塑性化領域外）
・梁せい（Ｄ）：1500mm以下
・孔の最小ピッチ（p）：0.75（d1+d2）以上

・貫通孔径（d）：750mm以下かつ2D/3以下 
・梁端～孔中心距離（Lh）：Lh≧250mm+0.5d（Ｄ≦750mm）
                              Lh≧Ｄ/3+0.5d（Ｄ>750mm） 
・塑性化領域への貫通孔設置は２個までとします。
・軸力の作用する梁への適用は軸力比0.1までの梁とします。

・梁材：400Ｎ/ｍｍ2級 ～ 590Ｎｍｍ2級鋼材
                       

主な適用範囲

適用鋼種
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ＺＥ型で検討し、耐力ＮＧの場合
ＺＮ型で再検討します。
さらにＮＧの場合、ＺＳ型で再々検討します。

日本ファブテック技術スタッフがスリーブ図、
設計図書をお預かりし、 EGリング検討書を作成いたします。
ＫＡＰシステムによる設備連携（P9、10を参照）についても
承っています。

検討サービス

ここで，λ＝0.1とする

孔位置の存在応力が長期、短期、終局時のそれぞれの耐力検定式を満足するように設計を行います。
※EGリングはMp到達後さらに耐力上昇しMpの1.2倍を超える耐力となります。 Mp x 1.2をMu（最大耐力）として付加検討することができます。

お客様

スリーブ図
躯体情報

検討書

日本
ファブテック

梁孔位置MQ相関図

M（
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
）

Q（せん断力）

長期許容耐力

短期許容耐力

終局耐力

EGリングの仮定3

耐力検定式による確認4

EGリングの適用には、適用範囲の確認と孔毎の応力検討が必要です。
検討プログラムにより孔部の応力算定を行い、EGリングの型式および設置の可否を判定、検討書を作成できます。
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Z TypeManufacturing Factory工場施工

孔あけ
梁ウェブに取り付けるＥＧリング型式の
dc寸法の孔をあけます。
dc寸法の許容差は±2mm以下として下さい。

1

取り付け
梁に開けた貫通孔にEGリング開先側を
下にしてはめ込み、適切な位置に取り付けます。
所定の段位置に設置されているか確認します。

2

組立溶接
EGリング裏面の円周方向に
2～４か所に組立溶接を行います。

3

反転
梁を反転させて開先側が上になるようにします。4

本溶接
開先内を溶接サイズ確認溝が
隠れるまで溶接します。
ウェブ厚が溶接サイズ確認溝
よりも低い場合は、ウェブ厚
まで溶接して下さい。
溶接姿勢は下向き溶接として
下さい。

5

検査
溶接後スラグを除去し、外観を確認します。

溶接材料は以下のものを使用下さい。
JIS Z 3312 「軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ」に定める 490N/mm2級～ 550N/mm2級のもの。
JIS Z 3313 「軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ」に定める 490N/mm2級～ 550N/mm2級のもの。
補修溶接に限り、被覆アーク溶接（JIS Z 3211 「軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒」に定める 490N/mm2級～ 550N/mm2級の
もの）の使用が可能です。
（リング材質を高強度にした特注品の場合 590N/mm2級までの溶接材料を使用できます。その場合、梁ウェブ・リングの低強度側の強度に合った
溶接材料を使用下さい。）
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裏面

表面

裏面側に
組立溶接

裏面

表面

裏面

表面

dc

裏面側

組立溶接

EGリング EGリング

EGリングEGリング
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Z TypeConstruction Site現場施工

溶接材料は工場施工同様に JIS Z 3312 および JIS Z 3313 に定める
490N/mm2級～ 550N/mm2級のものを使用下さい。
補修溶接に限り JIS Z 3211（被覆アーク溶接棒）の使用が可能です。

孔あけ

現場施工前に日本ファブテック（株）の施工説明を受ける。
溶接施工はJIS Ｚ 3841の中板もしくは厚板の立向き・横向きの有資格者あるいは中肉管もしくは厚肉管の水平・鉛直の
有資格者が行う。

現場施工の注意点

梁ウェブに取り付けるＥＧリング型式のｄｃ寸法の孔をあけます。
孔あけは円切りコンパス等の治具を用いて下さい。
ｄｃ寸法の許容差は±2mm以下として下さい。

1

取り付け
ＥＧリングを貫通孔にはめ込み、
適切な位置に取り付けます。
所定の段位置に設置されているか確認します。

2

組立溶接
EGリング裏面の円周方向に
2～４か所に組立溶接を行います。

3

本溶接4

検査
溶接後スラグを除去し、外観を確認します。5

開先内を梁ウェブ面まで
溶接します。
工場溶接では溶接確認溝
が隠れるまでですが、
現場施工では必ず梁ウェブ
面まで溶接して下さい。

dc

裏面表面裏面表面

EGリング EGリング

EGリングEGリング

裏面表面

裏面側に
組立溶接

裏面側 組立溶接
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設備
３DCAD

スリーブ配置
データ

スリーブ配置
可能ゾーン

KAP
システム

設備CADとの連携イメージ（資料提供：清水建設（株））

当社鉄骨専用3DCAD（KAPシステム）により、EGリングのメリットが大幅アップ

●EGリングの可否判定プログラムと連動
EGリング設置可否判断がKAPとシームレスにできます。

●EGリング配置ゾーンを可視化
スリーブ配置可能範囲が視覚的に把握できます。

●設備CADとの3Dデータ連携
設備CADからスリーブ配置データ、KAPからはスリーブ
配置可能ゾーンデータが読み込めます。

Building SMART JAPANが提唱している設備連携の共通フォーマットであるbSJ CSVに対応しています。
bSJ CSVを利用すればKAPシステム以外の鉄骨専用CADとのデータ連携が可能です。

連携設備CADデータ
Tfas, Rebro, S-CAD, CADEWA

設備専門業者

鉄骨3Dデータ（3Ddxf・IFC等）

スリーブ図・スリーブCSVデータ

検討書・修正案

すべてOKの場合

NGが有る場合

KAPEGリングデータ

設備設計期間、EGリング判定期間を大幅短縮 　

KAPシステムによるEGリングBIM連携フロー

bSJ CSVによるBIM連携

3Dモデルを設備CADに取り込みスリーブ配置を検討

設備CADで検討後、出力されたスリーブ配置データをKAPに
取り込みモデリング

※1

※3

※4

※2

※1　鉄骨躯体情報が更新される都度躯体データを提供して下さい。
※2　BIM連携前に設備CADと鉄骨CADの原点情報を摺合せして下さい。
※3　ある程度まとまった段階でKAP EGリングデータを送付します。鉄骨部材との干渉をチェックして下さい。
※4　判定結果の採用は設計者に確認下さい。

※bSJ CSVの利用は各鉄骨専用CADメーカーにお問い合わせ下さい。

KAP SystemKAPシステムでのBIM連携

鉄骨躯体データ受領

スリーブ位置検討

検討結果確認

スリーブ位置決定

スリーブ情報確認

検討結果確認

鉄骨製作会社

鉄骨躯体データ作成

EGリングデータ受領

鉄骨躯体データ受領

設計者
総合建設業者

日本ファブテック
EGリング部

スリーブ情報受領

EGリング検討

KAPデータ
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KAP 3Dモデルを実際の施工現場に表示

※「実寸法師」は、（株）タイワが開発・販売しているシステムです。

KAP
モデル構築

一般図
各種詳細図

実寸法師
2次元CAD

設備3次元
CADデータ

各種帳票関係

WEB
アプリケーション構造計算ソフト

N/C
工作機連動

KAPシステムでのEGリング型式判定をクラウド化。
その場で判定結果を確認できます。

作業効率UP!

KAPシステムによる
EGリング型式判定

クラウド判定サーバー

EGリング判定用CSV 判定結果OK ／ NG

 KAPシステムとは、鉄骨構造物トータルシステムです。

※判定結果の採用は設計者に確認下さい。

EGリングR
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ご使用にあたって
１．EGリングを用いた鉄骨梁の設計施工およびその管理を行う場合は、必ず本カタログおよび建築基準法、関連法規、関連規準等を遵守して、設計・施工と
　 維持管理にお努め戴くようお願いいたします。
２．設計・施工にあたっては本カタログ・ EGリング設計方針・ EGリング施工要領・ EGリング設計施工標準図等を正しくご理解の上お使い下さい。　　　　　　　　

〈お問い合わせ先〉　詳細な資料の請求は営業担当者へご用命下さい。

2024.3　500

営業窓口　　  〒108-0023 東京都港区芝浦４丁目15番33号 芝浦清水ビル６階　　      TEL.03-6705-0795　FAX.03-6705-0854
技術相談窓口  〒550-0001 大阪府大阪市西区土佐堀１丁目3番7号 肥後橋シミズビル11階 TEL.06-7730-9124　FAX.06-7730-9126

Email : egring@j-fab.co.jp　URL : http://www.j-fab.co.jp/




